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『
太
平
記
』
巻
一
に
お
け
る
〟
対
の
方
法
〟

｣

(
注
1
)

『
太
平
記
』
冒
頭
の
｢
序
｣
は
'
作
者
が
｢
古
今
之
変
化
｣
｢
安
危
之
来
由
｣

に
つ
い
て
考
察
し
'
｢
天
之
徳
｣
を
範
と
し
て
国
家
を
維
持
す
る
｢
明
君
｣
と
'

｢
地
之
道
｣
に
則
っ
て
国
家
を
守
っ
て
ゆ
-
｢
良
臣
｣
　
と
い
う
組
合
わ
せ
を
'

理
想
的
な
〟
対
″
と
し
て
掲
げ
'
続
け
て
､
悪
い
例
と
し
て
'
柴
と
肘
'
趨
高

と
禄
山
を
列
記
L
t
最
後
に
'
｢
既
往
｣
に
｢
誠
｣
を
学
び
と
る
べ
き
｢
後
昆
｣

の
姿
勢
を
提
示
し
て
締
め
括
る
｡

続
-
第
三
早
が
'
｢
愛
ニ
｣
　
と
叙
述
を
始
め
て
い
る
の
は
'
右
の
序
文
で
引

用
さ
れ
た
異
朝
の
例
を
踏
ま
え
て
'
｢
本
朝
｣
　
に
お
け
る
具
体
的
展
開
を
見
よ

う
と
す
る
姿
勢
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
そ
こ
で
は
'
｢
後
醍
醐
天
皇
ノ

細
字
二
富
テ
'
武
臣
相
撲
守
乎
高
時
卜
云
者
ア
-
｣
と
'
北
条
高
時
の
名
を
出

し
な
が
ら
､
｢
此
時
上
畢
一
君
之
徳
｢
下
失
二
臣
之
礼
L
　
と
の
一
文
を
忘
れ
て
い

な
い
｡
文
章
は
1
旦
｢
備
尋
二
其
濫
解
)
者
'
匪
二
曹
桐
1
朝
1
夕
之
故
こ
と
'

谷

　

　

垣

　

　

伊

　

太

　

雄

時
間
を
頼
朝
時
代
に
潮
及
さ
せ
'
そ
れ
以
後
の
歴
史
を
'
朝
廷
対
武
家
と
い
う

構
図
の
中
で
概
観
L
t
　
そ
の
終
局
と
し
て
'
高
時
の
暴
虐
と
後
醍
醐
天
皇
の
聖

徳
と
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
｡

第
二
章
は
､
後
醍
醐
天
皇
の
善
政
を
'
新
関
の
停
止
･
飢
箆
救
済
な
ど
'
具

体
的
に
列
挙
し
て
ゆ
-
｡
そ
し
て
'
｢
誠
二
理
世
安
民
ノ
政
'
若
槻
巧
二
付
テ

是
ヲ
見
バ
'
命
世
韮
聖
ノ
才
-
モ
稀
ジ
ツ
ベ
シ
｣
と
要
約
し
た
上
で
'
｢
惟
恨

ラ
ク
ハ
､
斉
桓
覇
ヲ
行
'
楚
人
弓
ヲ
遺
シ
ニ
'
叡
慮
少
キ
似
タ
ル
事
ヲ
､
是
別

所
下
以
草
創
雄
レ
弁
ニ
1
天
一
守
文
不
与
起
こ
三
野
也
｣
と
'
後
醍
醐
治
政
の
塀
堤

に
言
及
す
る
｡

第
三
章
は
'
右
の
塀
珪
に
付
随
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
'
三
位
殿
の
局
(
阿

野
廉
子
)
　
へ
の
後
醍
醐
天
皇
の
寵
愛
ぶ
り
と
'
そ
の
結
果
と
し
て
の
｢
傾
城
傾

国
ノ
乱
今
二
有
ヌ
ト
覚
テ
'
漆
増
力
-
シ
事
共
｣
と
い
う
状
況
が
'
予
言
的
に

述
べ
ら
れ
る
｡

第
四
章
は
'
後
醍
醐
天
皇
自
身
の
事
で
は
な
く
'
そ
の
周
辺
の
事
(
こ
こ
で

は
皇
子
達
の
事
)
が
語
ら
れ
る
と
い
う
点
で
'
前
章
と
連
関
を
持
つ
｡
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第
五
章
は
'
第
三
章
で
｢
君
恩
莫
ヨ
-
モ
薄
カ
-
シ
カ
バ
'
1
生
空
ク
玉
顔

二
近
カ
セ
給
ハ
ズ
｣
と
描
か
れ
た
中
宮
(
藤
原
嬉
子
)
の
'
そ
の
意
味
で
は
矛

盾
す
る
こ
と
と
な
る
｢
懐
妊
ノ
御
所
｣
を
口
実
に
'
｢
諸
寺
･
諸
山
ノ
貴
僧
･

高
僧
｣
の
｢
様
々
ノ
大
法
･
秘
法
｣
が
実
施
さ
れ
る
事
を
記
す
｡
つ
ま
り
｢
関

東
調
伏
ノ
為
ニ
'
事
ヲ
中
宮
ノ
御
産
二
寄
テ
'
加
様
二
秘
法
ヲ
修
セ
ラ
レ
ケ
ル

ー
也
｣
と
い
う
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
｡

そ
し
て
'
こ
の
第
五
章
の
後
半
部
か
ら
は
'
第
六
･
七
･
八
章
に
か
け
て
'

後
醍
醐
天
皇
の
討
幕
計
画
と
'
そ
の
露
顕
に
伴
う
関
東
(
北
条
氏
)
方
の
対
応

な
ど
が
'
急
速
に
語
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
｡

か
つ
て
,
私
恥

事
も
あ
る
が
'

い
る
｡ こ

れ
は
勿
論
､
『
太
平
記
』
を
書
写
し
た
一
写
本
の
実
態
を
示
し
た
も
の
に

す
ぎ
な
い
と
も
言
え
よ
う
が
'
偶
然
と
は
言
え
'
こ
の
よ
う
に
書
か
れ
た
(
読

ま
れ
た
)
と
い
う
事
は
'
『
太
平
記
』
　
が
内
在
的
に
持
っ
て
い
る
〟
表
現
の
方

法
″
を
暗
示
的
に
照
射
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

つ
い

そ
れ
は
'
対
句
的
表
現
-
〟
対
の
方
法
〟
と
で
も
言
う
べ
き
か
-
で
あ
る
｡

6
)お
よ
び
,
巻
+
(
諾
天
神
説
話
に
関
し
て
同
様
の
指
摘
を
し
た

巻
一
で
は
'
こ
の
〟
対
の
方
法
″
が
ふ
ん
だ
ん
に
導
入
さ
れ
て

こ
の
観
点
か
ら
'
再
度
､
巻
1
を
概
観
し
て
み
よ
う
.

二

(
注
2
)

『
太
平
記
』
空
に
関
し
て
は
,
鈴
木
登
美
恵
氏
･
長
坂
成
稲
a
)
.
大
森
北

(
注
4
)

義
民
に
'
そ
れ
ぞ
れ
卓
見
に
み
ち
た
御
論
考
が
あ
る
が
'
本
稿
は
'
そ
れ
ら
の

研
究
と
は
別
に
'
『
太
平
記
』
巻
1
に
お
け
る
軍
記
物
語
と
し
て
の
〟
表
現
の

方
法
″
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡

(
注
5
)

は
じ
め
に
紹
介
し
た
序
文
は
､
神
田
本
で
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
｡

蒙
霜
採
古
今
之
変
化
察
安
危
所
由

覆
而
無
外
天
徳
也
明
君
林
之
保
国
家

載
而
無
棄
地
道
也
良
臣
則
之
守
社
稜

若
其
徳
政
則
雄
有
位
不
持
所
謂
夏
発
走
南
巣
段
村
数
牧
野

其
道
連
則
雄
有
威
不
保
曽
聴
趨
高
死
成
陽
緑
山
亡
鳳
期

是
以
先
聖
慎
而
得
垂
法
於
将
来
後
昆
顧
而
不
取
誠
於
既
往

第
一
章
で
は
'
ま
ず
後
醍
醐
天
皇
と
平
高
時
と
を
対
と
し
て
呈
示
す
る
が
'

ヽ

こ
こ
で
｢
平
高
時
｣
(
傍
点
筆
者
､
以
下
も
同
様
)
　
を
登
場
さ
せ
る
事
に
よ
っ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

て
'
玄
玖
本
の
目
録
が
｢
先
代
草
創
平
氏
権
柄
事
｣
と
記
す
ご
と
く
'
次
の
源
氏

三
代
へ
の
潮
及
と
な
る
｡
そ
し
て
'
承
久
の
乱
を
後
鳥
羽
院
と
義
時
と
の
対
立

と
し
て
捉
え
'
義
時
以
後
の
北
条
氏
に
つ
い
て
'

～{
威
常
人
ノ
上
二
被
ト
イ
へ
共

位
四
位
ノ
際
ヲ
不
レ
越

謙
二
居
テ
仁
恩
ヲ
施
シ

己
ヲ
責
テ
礼
義
ヲ
正
ス

是
ヲ
以
テ

～
高
シ
ー
云
ド
モ
危
カ
ラ
ズ

盈
-
ト
云
ド
モ
盗
レ
ズ

と
'
北
条
執
権
政
治
の
安
定
ぶ
り
を
肯
定
的
に
描
き
'
ま
と
め
と
し
て
次
の
よ

う
に
記
す
｡
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サ
レ
バ

{
一
天
下
'
普
彼
下
知
二
不
レ
随
卜
云
虞
モ
ナ
ク

四
海
ノ
外
モ
'
均
ク
其
権
勢
二
服
セ
ズ
ト
云
者
ハ
無
-
ケ
-

そ
し
て
'
一
転
し
て
'
武
家
と
公
家
と
の
力
関
係
の
不
均
衡
ぶ
り
を
対
句
的

に
描
き
'
そ
の
結
果
と
し
て
の
高
時
対
後
醍
醐
天
皇
と
い
う
構
図
が
集
約
的
に

語
ら
れ
る
事
と
な
る
｡
そ
こ
で
は
'
対
句
表
現
を
多
用
し
て
'
た
と
え
ば
二
人

を
'
次
の
よ
う
に
造
型
す
る
｡
A
が
高
時
t
 
B
が
後
醍
醐
天
皇
｡

A{
{
B{誠

行
跡
甚
軽
シ
テ
人
ノ
噸
ヲ
不
レ
顧

政
道
不
レ
正
シ
テ
民
ノ
弊
ヲ
不
レ
恩

見
入
眉
ヲ
琴
メ

聴
人
唇
ヲ
翻
ス

内
ニ
ハ
三
綱
五
常
ノ
儀
ヲ
正
シ
テ
'
周
公
孔
子
ノ
道
二
順
ヒ

外
ニ
ハ
万
機
百
司
ノ
政
ヲ
不
二
怠
給
]
.
延
菩
天
暦
ノ
跡
ヲ
追
レ
シ
カ
バ

ル
御
覚
｣
の
あ
っ
た
｢
安
野
中
将
公
廉
ノ
女
ニ
'
三
位
殿
ノ
局
卜
申
ケ
ル
女
房
｣

(
阿
野
廉
子
)
　
と
が
'
対
照
的
に
採
り
上
げ
ら
れ
る
｡
嬉
子
に
つ
い
て
は
'
そ

の
美
し
さ
と
悲
嘆
ぶ
り
と
が
対
句
表
現
で
描
か
れ
る
が
'
廉
子
に
つ
い
て
は
'

｢
殊
艶
尤
態
｣
程
度
の
美
的
描
写
し
か
な
い
｡
す
な
わ
ち
'
身
分
そ
の
他
の
点

マ
イ
ナ
ス

で
も
対
比
を
見
せ
る
二
人
の
女
性
の
う
ち
'
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
負
的
条
件
を

持
つ
廉
子
の
方
に
後
醍
醐
天
皇
の
心
が
傾
い
た
結
果
と
し
て
'
｢
傾
城
傾
国
ノ

乱
今
二
有
ヌ
ト
覚
テ
'
浅
増
力
-
シ
事
共
也
｣
と
'
後
醍
醐
天
皇
自
身
へ
の
批

判
の
視
線
を
も
見
せ
る
こ
と
と
な
る
｡

｡(
天
二
受
タ
ル
聖
主

地
二
奉
ゼ
ル
明
君
也
-

其
徳
ヲ
栴
ジ

其
化
二
誇
ラ
ヌ
者
ハ
無
-
ケ
-

第
二
章
は
'
後
醍
醐
天
皇
の
善
政
を
具
体
的
に
列
記
し
て
お
り
'
対
句
的
表

現
は
一
部
分
に
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
が
'
前
述
し
た
ど
と
-
'
後
醍
醐
治
政

を
批
判
的
に
描
-
末
文
は
'
漢
文
調
の
対
句
表
現
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
｡

第
四
章
は
'
｢
最
新
ノ
化
行
レ
テ
'
皇
后
元
妃
ノ
外
'
君
恩
二
誇
ル
官
女
'

甚
多
カ
-
ケ
レ
バ
'
官
々
次
第
二
御
誕
生
有
テ
'
十
六
人
マ
デ
ゾ
御
座
シ
ケ

ル
｣
と
し
て
'
そ
の
う
ち
第
一
官
か
ら
第
四
宮
ま
で
の
四
人
の
皇
子
を
'
対
句

表
現
を
使
い
つ
つ
紹
介
す
る
｡
各
皇
子
に
つ
い
て
の
記
述
量
は
一
定
し
な
い

が
'
｢
御
子
左
大
納
言
為
世
卿
女
'
胎
徒
三
位
為
子
｣
　
を
母
と
す
る
二
皇
子
に

っ
い
て
'
｢
第
1
官
尊
艮
親
王
ハ
｣
｢
第
二
宮
モ
同
御
腹
ニ
テ
ゾ
御
坐
シ
ケ
ル
｣

と
記
し
'
｢
民
部
卿
三
位
殿
｣
を
母
と
す
る
二
皇
子
に
つ
い
て
'
｢
第
三
宮
ハ
｣

｢
第
四
宮
モ
同
御
腹
ニ
テ
ゾ
ヲ
ハ
シ
ケ
ル
｣
と
書
き
出
す
｡
特
に
四
人
に
限
定

し
て
紹
介
す
る
必
然
性
は
見
ら
れ
な
い
の
で
'
や
は
り
〟
対
の
方
法
″
に
基
づ

い
て
整
備
さ
れ
た
結
果
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

な
お
'
末
文
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
｡

第
三
茸
で
は
'
入
内
し
な
が
ら
寵
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
｢
後
西
園
寺
大
政
大

臣
安
東
公
ノ
御
女
｣
(
藤
原
梧
子
)
と
'
｢
君
一
度
御
覧
ゼ
ラ
レ
テ
'
他
l
壷
ハ
ナ

此
外
一

儲
君
儲
王
ノ
選

竹
苑
轍
庭
ノ
備
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望
(
王
菜
再
興
ノ
道

福
詐
長
久
ノ
基
'
時
ヲ
得
タ
-
ト
ゾ
兄
へ
タ
-
ケ
ル

こ
れ
は
'
第
三
章
の
否
定
的
末
文
と
は
対
照
的
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
'
第

三
章
と
第
四
章
と
が
'
後
醍
醐
天
皇
の
周
辺
に
関
す
る
負
と
正
と
い
う
対
的
構

成
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
｡

第
五
章
は
'
第
1
段
で
中
宮
の
安
産
祈
厩
と
称
し
て
関
東
調
伏
の
秘
法
が
行

な
わ
れ
た
こ
と
を
記
す
｡
よ
う
や
く
第
三
早
を
踏
ま
え
て
の
事
態
の
進
捗
が

語
ら
れ
る
事
と
な
る
｡
特
に
､
｢
中
ニ
モ
法
勝
寺
ノ
国
税
上
人
'
小
野
文
観
僧

正
二
人
ハ
'
別
勅
ヲ
承
テ
｣
祈
っ
た
事
が
記
さ
れ
て
い
る
｡
琴
一
段
は
'
｢
武

家
二
漏
レ
聞
ル
事
ヤ
有
ン
ト
博
り
恩
召
レ
｣
'
資
朝
･
俊
基
･
隆
資
･
師
資
･

成
輔
達
だ
け
に
｢
潜
二
仰
合
ラ
レ
テ
､
サ
-
ヌ
ベ
キ
兵
ヲ
召
ケ
ル
ニ
'
錦
織
ノ

判
官
代
へ
足
助
次
郎
重
成
'
南
都
北
嶺
ノ
衆
徒
'
少
々
勅
定
二
応
ジ
テ
ゲ
-
｣

と
い
う
'
小
さ
な
波
紋
が
描
か
れ
る
｡
第
三
段
は
'
対
句
表
現
に
よ
っ
て
俊
基

を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
L
t
　
彼
が
偽
っ
て
篭
居
L
t
　
山
伏
姿
で
諸
国
を
回
り
'

｢
国
ノ
風
俗
へ
　
人
ノ
分
限
ヲ
ゾ
窺
見
ラ
レ
ケ
ル
｣
と
'
後
醍
醐
天
皇
側
の
軍
備

行
動
が
語
ら
れ
る
｡

第
六
章
の
第
1
段
は
､
資
朝
が
｢
様
々
ノ
線
ヲ
尋
テ
'
捉
ビ
近
カ
レ
'
朋
友

ノ
交
｣
を
持
っ
た
｢
武
勇
ノ
閲
へ
｣
あ
る
美
濃
の
武
士
土
岐
伯
膏
十
郎
東
員
･

多
治
見
四
郎
次
郎
国
長
に
つ
い
て
'
｢
是
程
ノ
一
大
事
ヲ
撃
l
左
右
]
知
セ
ン
事
'

如
何
力
有
ベ
カ
ラ
ン
ト
恩
ハ
レ
ケ
レ
バ
'
猶
モ
能
々
其
心
ヲ
窺
見
ン
馬
ニ
｣
無

礼
講
が
開
か
れ
た
事
を
記
し
'
参
加
メ
ン
バ
ー
と
し
て
､
師
貿
･
隆
資
･
実
世

･
俊
基
･
済
雅
･
玄
基
･
国
長
の
名
が
列
記
さ
れ
る
｡
神
田
本
･
西
源
院
本
･

玄
玖
本
等
に
は
見
ら
れ
る
｢
土
岐
伯
膏
十
郎
観
時
･
同
左
近
蔵
人
観
員
｣
の
名

を
'
流
布
本
は
載
せ
な
い
が
'
第
七
章
を
含
む
前
後
の
文
脈
か
ら
考
え
て
も
'

土
岐
氏
二
名
の
名
が
あ
る
方
が
艮
-
､
流
布
本
が
欠
落
さ
せ
た
と
見
る
べ
き
で

あ
ろ
う
｡
無
礼
講
の
様
子
は
対
句
表
現
で
描
か
れ
'
｢
只
東
夷
ヲ
可
レ
亡
企
ノ
外

ハ
他
事
ナ
シ
｣
と
い
う
実
状
も
記
さ
れ
る
｡

第
二
段
で
は
'
｢
常
二
合
合
セ
バ
'
人
ノ
恩
各
ム
ル
事
モ
ヤ
有
ン
｣
と
の
懸

念
か
ら
'
｢
其
比
才
覚
無
饗
ノ
問
へ
｣
　
の
あ
っ
た
｢
玄
悪
法
印
卜
云
文
者
｣
を

招
い
て
'
｢
事
ヲ
文
談
二
番
ン
ガ
為
｣
に
'
『
昌
袈
文
集
』
の
講
義
を
さ
せ
た
事

を
述
べ
る
｡
｢
諜
坂
ノ
企
｣
と
は
知
ら
ぬ
玄
意
が
講
義
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
'

｢
昌
袈
赴
二
滴
州
.
｣
と
い
う
箇
所
に
な
っ
た
時
'
聴
講
者
達
か
ら
｢
是
皆
不
吉

ノ
書
ナ
リ
ケ
リ
｣
と
い
う
声
が
出
て
'
文
談
が
中
止
に
な
っ
た
事
を
記
す
｡

以
下
は
'
｢
文
才
優
長
ノ
人
｣
で
あ
っ
た
韓
昌
裂
と
'
そ
の
猶
子
で
｢
只
道

士
ノ
術
ヲ
撃
デ
'
無
為
ヲ
業
ト
シ
'
無
事
ヲ
事
ト
ス
｣
る
韓
湘
と
を
対
照
的
に

描
く
中
国
故
事
の
引
用
が
続
-
｡
結
果
的
に
は
'
｢
悌
法
ヲ
破
テ
'
儒
教
ヲ
貴

べ
キ
由
'
奏
状
ヲ
奉
ケ
ル
各
｣
に
よ
っ
て
潮
州
へ
左
遷
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
韓

昌
泰
の
事
を
'
｢
無
為
｣
　
の
人
で
あ
る
韓
湘
が
予
言
し
て
い
た
と
い
う
場
面
展

開
を
来
た
す
｡

対
句
表
現
を
多
用
し
て
の
故
事
引
用
の
あ
と
'
｢
此
談
義
ヲ
聞
ケ
ル
人
々
ノ

忌
恩
ケ
ル
コ
ソ
愚
ナ
レ
｣
と
厳
し
い
評
語
に
よ
っ
て
'
こ
の
章
は
結
ば
れ
る
｡

第
七
章
は
'
前
半
で
｢
謀
反
人
ノ
輿
裳
へ
土
岐
左
近
戒
人
東
員
｣
に
ス
ポ
ッ

-
ラ
イ
ト
を
あ
て
'
彼
が
妻
(
そ
の
父
は
｢
六
波
羅
ノ
奉
行
斉
藤
太
郎
左
衛
門
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尉
利
行
｣
)
に
対
し
て
'
｢
御
謀
飯
｣
に
加
担
し
て
い
る
事
を
打
明
け
'
妾
は
夫

を
｢
回
忠
ノ
者
二
成
シ
'
是
ヲ
モ
助
ケ
'
親
類
ヲ
モ
扶
ケ
バ
ヤ
｣
と
考
え
て
父

に
告
げ
'
斉
藤
が
六
披
羅
へ
報
告
す
る
次
第
が
語
ら
れ
て
い
る
｡
こ
こ
で
は
､

東
員
が
'
涙
も
ろ
く
｢
心
蔑
シ
テ
｣
｢
是
程
ノ
一
大
事
ヲ
'
女
性
二
知
ラ
ス
ル

(
注
8
)

程
ノ
心
｣
の
持
主
と
し
て
描
か
れ
る
の
に
対
し
て
'
妾
の
方
は
｢
彼
女
性
心
ノ

貿
キ
者
也
ケ
レ
バ
｣
と
'
対
照
的
に
造
型
さ
れ
て
い
る
｡

計
画
の
漏
洩
を
警
戒
し
て
無
礼
講
ま
で
し
た
に
も
拘
ら
ず
'
土
岐
東
員
の
妻

へ
の
告
白
か
ら
'
討
幕
計
画
と
い
う
大
事
を
あ
っ
け
な
く
瓦
解
さ
せ
て
し
ま
う

事
に
な
る
天
皇
方
に
対
し
て
'
斉
藤
利
行
よ
り
の
報
告
を
受
け
た
六
披
羅
方

の
'
別
の
名
目
を
た
て
て
兵
を
召
集
す
る
機
敏
な
対
応
ぶ
り
が
'
簡
潔
に
描
か

れ
て
も
い
る
｡

す
で
に
'
第
六
章
で
'
討
幕
計
画
を
知
ら
ず
に
文
談
を
担
当
し
た
玄
恵
法
印

と
'
そ
の
文
談
を
中
断
さ
せ
た
人
達
と
を
対
照
的
に
採
り
あ
げ
､
文
談
聴
講
者

(
す
な
わ
ち
'
討
幕
計
画
参
加
者
)
　
を
｢
愚
カ
｣
と
批
判
し
た
論
理
は
'
第
七

章
に
お
け
る
土
岐
東
員
の
人
物
形
象
へ
の
批
判
的
な
視
線
に
も
'
そ
の
ま
ま
繋

が
る
も
の
で
あ
ろ
う
｡

後
半
は
､
六
披
羅
勢
に
よ
る
土
岐
･
多
治
見
邸
急
襲
が
語
ら
れ
る
｡
小
串
三
郎

左
衛
門
尉
範
行
と
山
本
九
郎
時
綱
と
が
三
千
余
騎
で
出
撃
｡
ま
ず
'
土
岐
十
郎

を
攻
め
た
山
本
は
'
大
軍
を
三
条
河
原
に
残
し
'
中
間
二
人
だ
け
を
従
え
て
土

岐
の
宿
所
へ
向
か
い
'
1
騎
打
ち
に
挑
む
｡
土
岐
も
応
戦
し
た
が
'
山
本
側
の

｢
後
陣
ノ
大
勢
二
千
余
騎
｣
を
見
て
'
生
捕
ら
れ
る
事
を
危
倶
し
て
自
害
す
る
｡

多
治
見
の
宿
所
へ
は
'
小
串
勢
が
押
し
寄
せ
る
｡
多
治
見
方
の
小
笠
原
の
華

々
し
い
奮
戦
'
六
波
羅
方
の
伊
藤
父
子
の
討
死
な
ど
も
あ
り
､
攻
め
あ
ぐ
む
状

態
が
続
い
た
の
ち
'
佐
々
木
勢
の
側
面
攻
撃
に
よ
っ
て
'
多
治
見
ら
を
自
害
に

追
い
込
む
｡

『
太
平
記
』
で
'
最
初
に
語
ら
れ
る
合
戦
帯
で
あ
る
｡
文
章
表
現
上
で
の
対

句
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
｡
し
か
し
'
構
成
面
な
ど
で
は
､
〟
対
の
方
法
″
に
基

づ
く
相
当
計
算
さ
れ
た
人
物
形
象
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
｡
た
と
え
ば
'
土

岐
十
郎
と
対
決
し
た
山
本
九
郎
が
'
た
だ
一
騎
で
立
ち
向
か
っ
て
'
比
較
的
短

い
時
間
で
勝
負
を
決
め
た
の
に
対
し
'
多
治
見
を
攻
め
た
小
串
の
方
は
'
｢
小

串
三
郎
左
衛
門
範
行
ヲ
先
ト
シ
テ
'
三
千
余
騎
ニ
テ
推
寄
タ
-
｣
と
い
う
冒
頭

場
面
に
名
前
が
見
ら
れ
る
の
み
で
'
具
体
的
な
合
戦
ぶ
り
は
措
か
れ
る
こ
と
が

な
い
｡
し
か
も
'
多
治
見
側
の
小
笠
原
孫
六
が
六
披
羅
勢
の
二
十
四
人
を
射
落

し
､
六
披
羅
側
の
伊
藤
彦
次
郎
父
子
兄
弟
四
人
が
｢
志
ノ
程
ハ
､
武
ケ
レ
ド
モ
｣

あ
っ
け
な
-
討
死
L
t
　
｢
先
駈
ノ
寄
手
五
百
余
人
'
散
々
二
切
立
ラ
レ
テ
'
門

ヨ
-
外
へ
楓
卜
引
ク
｣
と
い
う
よ
う
な
戦
況
が
'
｢
辰
刻
ノ
始
ヨ
-
午
刻
ノ
終

マ
デ
｣
続
き
'
山
本
対
土
岐
の
場
合
と
は
'
大
き
な
違
い
を
見
せ
て
い
る
｡
こ

の
よ
う
に
見
て
-
る
と
､
第
八
章
冒
頭
で
｢
土
岐
･
多
治
見
討
レ
テ
後
｣
と
'

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
'
敗
戦
･
自
害
と
い
う
同
じ
結
末
を
持
つ
土
岐
･

多
治
見
で
あ
り
な
が
ら
'
そ
の
結
末
に
至
る
過
程
で
は
'
対
照
的
な
も
の
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡

第
八
章
は
'
第
一
段
で
'
｢
サ
-
ト
モ
我
等
が
事
ハ
額
レ
ジ
ト
､
無
レ
墓
想
二

油
断
シ
テ
｣
い
た
資
朝
･
俊
基
が
逮
捕
さ
れ
'
鎌
倉
へ
送
ら
れ
た
事
を
記
す
｡

後
醍
醐
の
側
近
と
し
て
｢
家
ノ
繁
昌
時
ヲ
得
タ
｣
資
朝
と
｢
望
勲
業
ノ
上
二

達
｣
し
た
俊
基
と
を
並
列
的
に
描
き
'
鎌
倉
下
着
後
も
'
｢
倶
二
朝
廷
ノ
近
臣
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ト
シ
テ
'
才
覚
優
長
ノ
人
タ
-
シ
カ
バ
'
世
ノ
讃
り
君
ノ
御
憤
ヲ
博
テ
'
敬
問

ノ
沙
汰
ニ
モ
不
レ
及
｣
等
と
記
さ
れ
て
い
る
｡

第
二
段
は
'
｢
世
上
騒
シ
キ
時
節
｣
　
ゆ
え
に
'
ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
る
七
夕

の
夜
を
対
句
表
現
で
描
き
'
｢
先
告
文
一
紙
ヲ
下
サ
レ
テ
'
相
撲
入
道
ガ
念
ヲ

静
メ
侯
バ
ヤ
｣
と
の
吉
田
冬
房
の
提
案
に
従
う
後
醍
醐
天
皇
の
姿
に
つ
い
て
'

｢
御
前
二
候
ケ
ル
老
臣
'
皆
悲
暗
ヲ
含
マ
ヌ
ハ
無
-
ケ
-
｣
と
'
同
情
的
に
描

く
0

第
三
段
は
'
万
里
小
路
宣
房
が
勅
使
と
な
っ
て
関
東
に
届
け
た
告
文
を
'
相

撲
入
道
(
高
時
)
が
披
見
し
よ
う
と
す
る
と
'
二
階
堂
道
産
が
｢
天
子
武
臣
二

封
シ
テ
直
二
告
文
ヲ
被
レ
下
タ
ル
事
'
異
国
ニ
モ
我
朝
:
モ
未
其
例
ヲ
承
ズ
｡

然
ヲ
等
閑
二
披
見
セ
ラ
レ
ン
事
'
冥
見
二
伸
テ
其
恐
ア
-
｡
只
文
箱
ヲ
啓
ズ
シ

テ
'
勅
使
二
返
進
セ
ラ
ル
ベ
キ
カ
｣
と
再
三
主
張
す
る
｡
し
か
し
'
相
撲
入
道

は
　
｢
何
力
苦
シ
カ
ル
ベ
キ
｣
　
と
'
斉
藤
太
郎
左
衛
門
利
行
に
告
文
を
読
ま
せ

る
｡
そ
の
斉
藤
利
行
は
'
｢
叡
心
不
レ
偽
庭
任
二
天
照
覧
｣
と
い
う
箇
所
を
読
ん

で
い
る
時
に
'
目
ま
い
が
し
て
鼻
血
を
流
し
'
退
出
し
た
も
の
の
恵
槍
が
で
き

｢
七
日
ガ
中
二
血
ヲ
吐
テ
｣
死
ん
で
し
ま
う
｡
｢
時
浜
季
二
及
デ
､
道
塗
炭
二
落

ヌ
ー
云
ド
モ
'
君
臣
上
下
ノ
礼
違
則
ハ
'
サ
ス
ガ
悌
紳
ノ
罰
モ
有
ケ
-
ト
､
是
ヲ

聞
ケ
ル
人
毎
ニ
'
慣
恐
ヌ
ハ
無
-
チ
-
｣
と
い
う
1
文
が
あ
っ
て
'
｢
主
上
ヲ

バ
遠
因
へ
遷
シ
奉
ル
ベ
シ
｣
と
の
決
定
は
覆
さ
れ
'
｢
相
撲
入
道
モ
'
サ
ス
ガ

天
慮
其
博
有
-
ケ
ル
ニ
ヤ
'
『
御
治
世
ノ
御
事
ハ
朝
議
二
任
せ
奉
ル
上
ハ
'
武

家
椅
ヒ
申
ベ
キ
ニ
非
ズ
』
-
'
勅
答
ヲ
申
テ
'
告
文
ヲ
返
進
セ
ラ
ル
｣
と
い
う

事
に
な
る
｡
そ
の
結
果
'
後
醍
醐
天
皇
も
｢
辰
襟
始
テ
解
テ
｣
'
群
臣
も
安
堵

す
る
｡
又
'
俊
基
は
赦
免
と
な
り
'
資
朝
は
｢
死
罪
一
等
ヲ
宥
メ
ラ
レ
テ
｣
佐

渡
へ
配
流
と
な
る
｡

こ
こ
で
は
'
後
醍
醐
天
皇
の
告
文
の
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
'
対
照
的
な
二
つ
の

立
場
が
呈
示
さ
れ
る
｡
た
だ
し
'
二
階
堂
道
寵
の
方
は
'
披
見
を
遠
慮
す
べ
き

理
由
を
述
べ
た
の
に
対
し
'
高
時
の
方
は
'
そ
の
二
階
堂
に
反
論
す
る
理
由
を

持
た
な
い
｡
す
で
に
'
吉
田
冬
房
の
進
言
の
中
に
も
'
天
皇
へ
の
謙
疑
追
及
が

ど
こ
か
で
中
止
さ
れ
る
可
能
性
は
予
見
さ
れ
て
い
た
が
'
高
時
が
強
硬
な
態
度

を
と
っ
た
た
め
'
｢
悌
紳
ノ
罰
｣
　
と
い
う
反
作
用
が
'
斉
藤
利
行
の
急
死
と
い

う
形
を
と
っ
た
後
'
よ
う
や
-
｢
御
治
世
ノ
御
事
ハ
朝
議
二
任
せ
奉
ル
上
ハ
'

武
家
椅
ヒ
申
ベ
キ
ニ
非
ズ
｣
と
の
結
論
に
至
る
｡
こ
れ
は
'
同
情
的
に
描
か
れ

て
い
た
孤
影
粛
然
た
る
後
醍
醐
天
皇
に
安
堵
を
も
た
ら
す
も
の
で
も
あ
っ
た
｡

こ
れ
で
'
巻
1
が
終
る
｡

以
上
見
て
来
た
よ
う
に
'
序
文
に
整
然
と
し
た
形
で
掲
げ
ら
れ
て
い
た
〟
対

の
方
法
″
は
'
表
現
レ
ベ
ル
の
違
い
を
見
せ
つ
つ
も
'
巻
1
全
体
を
覆
っ
て
い

る
と
言
う
事
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
｡

も
ち
ろ
ん
､
中
国
古
典
の
論
理
を
導
入
し
た
序
文
の
｢
明
君
◇
艮
臣
｣
と
い

う
理
想
型
の
'
日
本
に
お
け
る
反
措
定
と
し
て
第
三
早
に
提
出
さ
れ
た
｢
上
帝

二
君
之
徳
.
.
下
失
二
臣
之
礼
｣
　
の
具
体
的
な
展
開
と
し
て
'
｢
上
(
後
醍
醐
天

皇
)
｣
に
つ
い
て
は
'
第
二
章
と
第
三
章
で
'
わ
ず
か
に
言
及
さ
れ
て
い
た
に

す
ぎ
な
い
L
t
｢
下
(
北
条
高
時
)
｣
に
つ
い
て
も
'
第
三
早
後
半
で
一
般
論
的

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
と
'
第
八
章
の
強
硬
な
態
度
に
垣
間
見
ら
れ
る
程
度
に
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と
ど
ま
っ
て
い
る
｡

後
醍
醐
天
皇
に
関
す
る
限
り
'
巻
1
で
は
｢
畢
衰
之
徳
｣
と
い
う
側
面
よ

り
も
'
聖
徳
を
具
備
L
t
善
政
を
施
す
人
物
と
し
て
形
象
さ
れ
て
お
り
'
た
と

え
ば
'
算
八
章
の
場
合
な
ど
も
'
そ
の
告
文
を
読
ん
だ
斉
藤
利
行
(
つ
ま
り
高

時
の
身
代
わ
り
)
が
変
死
を
遂
げ
る
と
い
う
虚
構
的
な
展
開
を
導
入
す
る
事
に

よ
り
'
｢
君
臣
上
下
ノ
礼
遠
別
｣
　
に
お
け
る
天
皇
の
威
力
と
い
う
も
の
を
暗
示

さ
せ
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
｡

た
だ
'
第
六
茸
琴
1
段
の
'
玄
恵
の
文
談
に
採
り
上
げ
ら
れ
た
韓
昌
裂
の
故

事
で
は
'
｢
無
為
ヲ
業
ト
シ
'
無
事
ヲ
事
ト
ス
｣
と
書
か
れ
た
韓
湘
の
像
が
'

第
三
早
で
｢
行
跡
甚
軽
シ
テ
人
の
噸
ヲ
不
レ
顧
｣
　
等
と
書
か
れ
た
高
時
像
を
連

想
さ
せ
'
一
方
'
｢
文
才
優
長
ノ
人
｣
と
し
て
｢
儒
教
ヲ
貴
べ
キ
由
｣
と
の
主

張
を
し
て
潮
州
へ
流
請
の
身
と
な
る
韓
昌
裂
は
'
第
三
早
で
｢
内
ニ
ハ
三
綱
五

常
ノ
儀
ヲ
正
シ
テ
'
周
公
孔
子
ノ
道
二
順
｣
と
紹
介
さ
れ
た
後
醍
醐
天
皇
の
運

命
　
(
巻
四
で
隠
岐
配
流
が
語
ら
れ
る
)
　
を
予
感
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
｡
そ
し

て
'
そ
の
よ
う
な
厳
し
い
運
命
を
も
背
負
っ
て
の
後
醍
醐
天
皇
の
討
幕
計
画
に

参
加
し
て
い
る
に
し
て
は
'
浅
い
関
わ
り
し
か
持
ち
え
な
か
っ
た
人
々
の
事

を
'
作
者
は
　
｢
愚
ナ
レ
｣
　
と
評
す
る
し
か
な
か
っ
た
'
と
言
え
る
で
あ
ろ
う

か
｡
そ
の
結
果
'
｢
謀
薮
ノ
企
-
ハ
夢
ニ
モ
不
レ
知
｣
講
義
を
し
た
玄
恵
法
印
の

方
が
'
そ
の
愚
か
な
人
達
の
対
極
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
事
に
も
な
る
｡
そ
れ
は

又
､
そ
う
い
う
｢
痴
人
｣
を
も
メ
ン
バ
ー
に
抱
え
て
い
た
事
に
よ
っ
て
'
天
皇

の
討
幕
計
画
が
頓
座
せ
ざ
る
を
え
な
い
暗
示
で
も
あ
る
｡

な
お
'
本
稿
で
は
'
流
布
本
の
茸
立
て
に
従
っ
て
論
を
展
開
し
て
き
た
が
'

末
尾
に
掲
げ
た
表
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
､
諸
本
に
お
け
る
茸
の
立
て
方
に

厳
密
な
基
準
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
｡
た
だ
'
便
宜
的
な
章
立
て
以
外
に
'
諸

ヽ

ヽ

本
の
読
み
の
表
わ
れ
と
し
て
の
章
の
立
て
方
も
見
ら
れ
'
た
と
え
ば
'
流
布
本

の
第
五
茸
か
ら
第
八
章
に
相
当
す
る
部
分
が
'
古
態
本
を
中
心
と
し
て
､
詳
細

に
茸
を
分
け
ら
れ
て
い
る
点
な
ど
は
'
第
五
章
か
ら
'
い
よ
い
よ
後
醍
醐
天
皇

の
討
幕
計
画
の
具
体
的
な
動
き
を
記
す
箇
所
だ
け
に
'
注
意
す
べ
き
か
と
思
わ

れ
る
｡

ヽ

ヽ

巻
一
を
見
て
き
た
限
り
に
お
い
て
は
'
〟
対
の
方
法
″
は
'
作
者
が
論
述
を

展
開
す
る
部
分
に
､
対
句
表
現
と
い
う
1
種
の
レ
ト
-
ッ
ク
と
し
て
使
わ
れ
る

こ
と
が
多
く
一
方
'
第
七
章
の
合
戦
場
面
な
ど
に
お
い
て
は
'
文
章
表
現
を

い
う
よ
り
も
'
人
物
形
象
や
構
成
と
い
う
よ
う
な
点
に
〟
対
の
方
法
″
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
｡
は
た
し
て
t
 
L
の
〟
対
の
方
法
″
が
『
太
平
記
』
全
体
に

及
ぶ
も
の
な
の
か
'
と
い
う
問
題
を
今
後
検
討
し
て
行
き
た
い
｡
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注

1 

引
用
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
よ
る
。

「太
平
記
構
想
論
序
説
l
巻
一
の
考
察
1

」
(
『
国
文
』
第
十
二
号
、
昭
和

お
年
2
月
三
鈴
木
氏
が
ζ

の
中
で
「
現
存
の
巻
一
は
成
立
過
程
の
あ
る

時
期
に
新
し
い
構
想
を
以
っ
て
書
き
加
へ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
述

べ
て
お
ら
れ
る
点
は
示
唆
的
で
あ
り
、
筆
者
と
し
て
は
そ
の

「新
し
い
構

想
」
に
、
H

対
の
方
法
u

が
援
用
さ
れ
た
事
も
あ
り
う
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

「
太
平
記
に
お
け
る
日
付
表
記
l
巻

一・

巻
二
の
構
想
を
め
ぐ
っ

て
l
」

(
『
軍
記
と
語
り
物
』

M
-
昭
和
田
年
1
月)。

「
『
太
平
記
』
発
端
部
の
諸
問
題
」
(
『
鹿
児
島
短
大
研
究
紀
要
』
第
お
号

・

昭
和
田
年
3
月
)
。
な
お
、
杉
本
圭
三
郎
氏
に
も
「
太
平
記
の
発
端
」

(
『
軍
記
と
語
り
物
』

9
・
昭
和
U
年
3
月
)
が
あ
る
。

傍
害
、
よ
み
仮
名
な
ど
は
省
略
し
た
。

「
『
太
平
記
』
巻
四
を
め
ぐ
る
諸
本
の
構
想
と
構
成
」
(
「
結
蔭
国
文
学
」
第

勾
口
ぢ
)

「『
太
平
記
』
に
お
け
る
符
情
性
と
理
|
天
神
説
話
と
和
歌
l
」
(
「
大
阪
樟

蔭
女
子
大
学
論
集
」
第
幻
号
)

「
頼
貞
」
の
名
は
、
神
田
本
等
で
は
「
頼
時
」
と
な
っ
て
い
た
り
す
る
が
、

こ
乙
で
は
、
そ
の
問
題
に
は
ふ
れ
な
い
。

義
父
の
斉
藤
に
事
情
を
尋
ね
ら
れ
た
頼
員
は
「
此
事
ハ
同
名
頼
貞

・
多
治

見
四
郎
二
郎
が
動
ニ
依
テ
、
同
意
仕
テ
候
」
と
弁
明
す
る
。

ζ

の
言
葉

は
、
神
田
本
や
西
源
院
本
等
に
は
な
く
、
流
布
本
は
他
人
に
責
任
転
嫁
し

2 3 4 5 6 7 8 9 

14 13 12 11 10 

ょ
う
と
す
る
と
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
頼
員
の
軟
弱
さ
を
一
層
強
調
し
て
い

る
事
に
な
る
。

目
録
に
は
章
段
名
が
あ
る
が
、
本
文
の
方
は
前
章
に
続
い
て
い
る
。

目
録
に
は
章
段
名
な
し
。
本
文
の
方
に
あ
り
。

目
録
に
は
あ
る
が
、
本
文
の
方
で
は
「
序
」
と
と
も
に
章
段
名
な
し
。

目
録
に
は
あ
る
が
、
本
文
の
方
に
は
章
段
名
な
し
。

目
録
に
は
「
付
・・:」

以
下
な
し
。

追
記
大
森
北
義
氏
は

「太
平
記
の
方
法
」
(
『
日
本
文
学
』
一
九
八
二
年

一

月
号
)
の
中
で
、
「
正
中

・
元
弘
の
変
前
夜
の
『
革
命
」
状
況
を
描
く
そ
の
叙

述
の
方
法
は
、
『
序
」
に
お
い
て
君

・
臣
と
い
う
ゴ
一
本
柱
の
構
図
'
を
提
示

し、

本
文
冒
頭
で
そ
れ
を
天
皇
と
一
角
時
と
い
う

J

一
人
の
構
図
8

に
具
体
化

し
、
そ
の
二
人
を
，
並
列
H

の
関
係
で
設
定
し
な
が
ら
変
革
と
動
乱
の
歴
史
過

程
を
し
よ
う
と
し
た
」
「
『
序
」
に
提
示
さ
れ
た
方
法
」
を
、
「
『
序
」
の
方
法
」

と
規
定
し
、
も
う
一
つ
の
「
『
不
思
議
』
の
方
法
」
と
合
わ
せ
て
、
「
と
れ
ら

は
、
第

一
部
世
界
に
み
ら
れ
る
基
本
的
な
文
学
方
法
で
あ
る
が
、
筆
者
は
、
第

二
部
、
第
三
部
に
も
貫
徹
さ
れ
て
い
く

，方
法
M

で
あ
る
と
考
え
て
い
る」

と

述
べ
て
お
ら
れ
る
。

本
稿
で
、
，
対
の
方
法
'
が
作
者
の
論
述
展
開
部
分
に
対
句
表
現
と
し
て
見

ら
れ
る
と
と
を
述
べ
た
が
、
乙
の
事
は
、
大
森
氏
が
「
政
道
不
正
の
ゆ
え
に
高

時
滅
亡
を
説
く
『
序
』
以
来
の
理
性
的
グ
方
法
H

」
(
傍
点
筆
者
)
と
述
べ
て

お
ら
れ
る
事
に
重
な
る
か
と
考
え
る
。
大
森
氏
の
と
の
御
論
考
に
つ
い
て
、
木

文
中
で
触
れ
え
な
か
っ
た
と
と
を
遺
憾
と
し
つ
つ
、
乙
と
に
付
記
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
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